
 

           新技術調査表（１） 登録番号 2024004 

名  称 ピタッと L 型止水テープ 作成年月日 2025年 2月28日

更新年月日 

 副  題 舗装継目のひび割れや橋梁端部からの浸水を防ぐL型成形目地材  開発年月日 2013年 4月 1日

 
 
 分  野 

１共 通 ②道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

①材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

土木資材 処理面が湿潤状態でないこと 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 ニチレキ株式会社 担当部署 技術部 

担当者名 綿谷 茂 ＴＥＬ 03-3265-1513 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 ニチレキ株式会社 担当部署 東京支店 

担当者名 小林 学 〒 343-0824 ＴＥＬ 048-961-6311 

住  所 埼玉県越谷市流通団地3-3-1 ＦＡＸ 048-961-6310 
 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

https://www.nichireki.co.jp/product/products/%e3%83%94%e3%82%bf%e3%83%83%e3%81%a8l%e5%9e%8b%e6%ad%a2%

e6%b0%b4%e3%83%86%e3%83%bc%e3%83%97%ef%bc%88%e6%a9%8b%e6%a2%81%e7%ab%af%e9%83%a8%e7%94%a8%ef%bc%89/ 

https://www.nichireki.co.jp/product/products/%e3%83%94%e3%82%bf%e3%

83%83%e3%81%a8l%e5%9e%8b%e6%ad%a2%e6%b0%b4%e3%83%86%e3%83%bc%e3%83%

97%ef%bc%88%e5%88%87%e5%89%8a%e6%96%ad%e9%9d%a2%e7%94%a8%ef%bc%89/ 

e-mail kobayashi.ma@nichireki.jp 

 【概 要】 

 ピタッとL型止水テープは、ポリマー改質アスファルトを主成分としたテープ状のアスファルト系成

形目地材です。 

アスファルト舗装工事で舗装継目(切削断面)に設置することにより、ひび割れを抑制することができ

ます。また、橋面舗装の工事で橋梁端部とアスファルト舗装との境界に設置することにより、床版上面

への浸水を防ぐことができます。 

 

 【特 徴】 

１．伸張性が良いため舗装継目の動きに追従でき、ひび割れを抑制できる 

２．Ｌ型形状により橋梁端部に安定して設置でき、高い止水効果が得られる 

様式－３ 

表-1 標準性状 
社内規格 試験値

形状 *1 合格
針入度（25℃、円すい針） mm 6以下*2 4.0
流動（60℃、75°、5h） mm 5以下*2 0.7
引張量（-10℃） mm 3以上*2 5.0+
軟化点 ℃ 95±15*2 102.0
引張接着試験(20℃） 10+ 10.0+
引張接着試験(-10℃） 10+ 10.0+
引張せん断接着試験(20℃） 10+ 10.0+

橋梁端部用 漏水
なし

合格

切削断面用
橋梁端部用

共通

切削断面用

 加圧透水試験
 （締固め度96%,150kPa,24h)

*1 次の①〜③の形状を満足すること。
 なお、橋梁端部用は幅が100mm程度であること。
 ① 貼付け断面に安定して設置（貼付け）できるよう、
  Ｌ字型になること。
 ② 確実にＬ字になるように、折り曲げ用の凹みがついていること。
 ③ 側面に設置する厚みは3mm程度であること（凹み部は除く）。
*2低弾性成形目地材の規格に適合する

試験項目

写真-1 材料形状（左：荷姿、中：平面、右：使用時 L 型に変形） 

凹みにより L 型に 

変形しやすい 

L 型 凹み 

施工時は L 型に 

折り曲げ設置する 

表-2 仕様・荷姿 

名称 荷姿
30mm+25mm
40mm+25mm
50mm+25mm
60mm+25mm
70mm+25mm

ピタッとL型止水テープ
（橋梁端部用）

25mm+75mm

ピタッとL型止水テープ
（切削断面用） 厚さ

3mm

仕様・用途（H+W）

15m/姿

H

W
※凹み部の概略寸法

https://www.nichireki.co.jp/product/products/%e3%83%94%e3%82%bf%e3%83%83%e3%81%a8l%e5%9e%8b%e6%ad%a2%
https://www.nichireki.co.jp/product/products/%e3%83%94%e3%82%bf%e3%
mailto:kobayashi.ma@nichireki.jp


新技術調査表（２） 
 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入 長寿命化、止水性確保 

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ２省力化 ３作業効率向上 ４施工精度向上 ⑤耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー ⑪. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

技 

術 

と 

の 

比 

較 

 従来技術の材料名・工法名：舗装継目-タックコート、橋梁端部-I型成形目地材 
 １ 工 程【１短縮（  ％）②同程度 ３増加（  ％）】（            ） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）②同程度 ３低下（  ％）】（            ） 
 ３ 経 済 性【１向上（  ％）２同程度 ③低下（  ％）】（下記参照 材料費高価   ） 
 ４ 施工管理【①向 上    ２同程度 ３低下          】（L型のため剥がれが軽減  ） 
 ５ 安 全 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ） 
 ６ 施 工 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ） 
 ７ 環 境【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（            ） 
 ９ 品 質【①向 上    ２同程度 ３低下          】（止水性が向上      ） 
 10  そ の 他 （床版や舗装への水の浸入抑制により耐久性が向上し長寿命化が図れる      ）
     ） 

 【歩掛り表】 標準 ・〇暫定 なお、舗装工の価格は、東京都建設局積算基準を採用しており、 
舗装継目の場合、t=5cm 2,438円/㎡ 橋梁端部の場合、t=4cm 2,149円/㎡である。 

 【施工単価等】 設計条件：250㎡の切削オーバーレイ工事に適用した場合 
      従来技術：舗装継目 タックコート、橋梁端部 低弾性成形目地材 

       新技術 ：舗装継目 ピタッとL型止水テープ(厚さ3mm、40mm+25mm)、 
            橋梁端部 ピタッとL型止水テープ(厚さ3mm、25mm+75mm) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

〇費用比較（舗装継目、切削オーバーレイ工事250㎡、舗装厚さ5cmに適用した場合）

円/250㎡

ピタッとプライマー 7,781

ピタッとL型止水テープ
厚さ3mm、40mm+25mm

10,500

材料費 計 円/250㎡
世話役 31,000円/人 0 0 0

特殊作業員 28,300円/人 0 1 28,300
普通作業員 25,400円/人 0 2 50,800
労務費 計 円/250㎡

諸雑費 円/250㎡ （舗装工に含む） 0 車両、刷毛、シンナー等 15,000
諸雑費 計 円/250㎡

合計 円/250㎡ -18%

〇費用比較（橋梁端部上の切削オーバーレイ工事250㎡、舗装厚さ4cmに適用した場合）

円/250㎡
プライマー 2,557 ピタッとプライマー 5,985

低弾性成形目地材
厚さ5mm，幅35mm

67,510 ピタッとL型止水テープ
厚さ3mm、25mm+75mm

127,500

材料費 計 円/250㎡
世話役 31,000円/人 0 0 0 0

特殊作業員 28,300円/人 1 28,300 1 28,300
普通作業員 25,400円/人 2 50,800 2 50,800
労務費 計 円/250㎡

諸雑費 円/250㎡ 車両、刷毛、シンナー等 15,000 車両、刷毛、シンナー等 15,000
諸雑費 計 円/250㎡

合計 円/250㎡ -9%701,417 764,835

70,067 133,485

79,100 79,100

15,000 15,000

低弾性成形目地材 ピタッとL型止水テープ
舗装工 537,250 537,250

橋
梁
端
部
施
工

材料費 使用材料

効果

舗
装
継
目
施
工

単位比較項目

比較項目 単位
従来技術 新技術

効果

新技術従来技術

使用材料

0

0 15,000
609,500 721,881

舗装工
ピタッとL型止水テープタックコート

タックコート 0

（舗装工に含む）

材料費

609,500609,500

0 18,281

79,100



新技術調査表（３） 
 

１．伸張性が良いため舗装継目の動きに追従でき、ひび割れを抑制できる 

アスファルト舗装工事で発生する舗装継目には、供用期間の経過とともに舗装が収縮することで、

ひび割れが発生する。このひび割れから雨水等が浸入することで、路盤の損傷を早める恐れがある。 

この対策として、従来技術では、接着性の向上などからタックコートの注入が使用されている。し

かし、タックコートは伸張性が低いため、許容範囲を超えてしまうと、舗装収縮の進展により舗装継

目からひび割れが発生する。 

一方、新技術の「ピタッとＬ型止水テープ」は、従来技術に比べ伸張性が高いため、舗装継目に設

置することで舗装収縮が進展しても従来技術に比べ舗装継目からのひび割れが発生しにくい（図-1、

写真-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎引張試験による伸張性の検証 

 そこで、従来技術と新技術の伸張性等を比較するため、引張試験を行い、破断するまでの変位量

を測定した。試験方法は、「タックコート層を有した円筒状供試体の引張試験方法」（舗装調査・試

験法便覧(平成31年度版)［第2分冊］414ページ）に準じた（図-2）。 

その結果、従来技術では4mm程度の変位で破断した。一方、新技術では変位量10mmを超えても破断

しなかったことで、新技術の高い伸張性を確認できた(図-3、写真-3)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施工上・使用上の留意点】 

・路盤層（加熱瀝青安定処理路盤を除く）の直上には止水性を確保できないため適用しない 

・湿潤面において十分に接着しないため適用しない、雨天時は施工不可 

・施工面から1m程度の貼付け作業のスペースを設ける 

・受注生産のため納入までに約2週間程度必要となる 

 

【参考資料】 

・技術資料「ピタッとL型止水テープ」（ニチレキ株式会社） 

 

【建設局事業への適用性】 

・アスファルト舗装工事における舗装継目 

・橋面舗装工事における橋梁端部とアスファルト舗装との境界部 
 

写真-2 舗装継目における適用状況（供用１年後） 

従来技術(タックコート) 
舗装継目からひび割れが発生 

→路盤層に水が浸入しやすい 

新技術（ピタッと L 型止水テープ） 
テープが伸張してひび割れ抑制 

→路盤層への浸水抑制 

新技術は変位量が 

10mm を超えても破断せず 

引張速度 

60mm/分 

図-2 引張試験概要 図-3 引張試験結果 写真-3 引張試験状況 

図-1 舗装継目への適用例 



新技術調査表（４） 
 

２．L型形状により橋梁端部に安定して設置でき、高い止水効果が得られる 
 橋梁端部において、床版上面への浸水を防ぐため、一般に舗装との境目に成形目地材を設置してい
る。 

この成形目地材は、一般に板型の目地材が適用されている。しかし、板型の目地材は作業性確保の
観点から粘着性の向上に限界があるため、設置時に安定性が低く、設置してから橋面舗装施工前に剥
がれて倒れてしまい、その止水効果を発揮できないことがあった。 

一方、新技術では成形目地材の形状 
を平面上に有する凹みを利用してL型 
に折り曲げて設置することで、従来技術 
に比べ設置後の安定性が向上する（表-3）。 

 
◎設置安定性による止水効果の検証 

従来技術と新技術における設置安定性 
による止水効果を加圧透水試験により検 
証した。 

加圧透水試験の方法は、「アスファル 
ト混合物の加圧透水試験方法」（舗装調 

査・試験法便覧(平成31年度版)［第3分 

冊］158ページ）に準じた。なお、不透 
水の目安は透水係数1.0×10-7以下とされ 
ている。 

試験体採取位置は、既設舗装と新たに

舗装するアスファルト混合物の境界に従

来技術と新技術をそれぞれ適用し、舗装

後に採取したコアの透水係数をそれぞれ

確認することとした（図-3）。 
その結果、従来技術の透水係数は0.0～3.7cm/s

となり、6検体中2箇所で不透水の目安を超えた。

一方、新技術の透水係数は0.0～0.2cm/sとなり、い

ずれも不透水の目安以下であることを確認した。

これにより新技術は、従来技術に比べ高い止水効

果を示すことが確認できた（図-4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎施工フロー（ピタッとL型止水テープ） 
舗装継目、橋梁端部のいずれでも特殊な作業は

ない(図-5)。 

 

図-4 加圧透水試験結果 

（現場採取） 
図-3 試験体採取位置 

加圧透水試験を行ったコアの部分 

新たに施工した 
ポーラスアスコン 既設表層 

評価する従来技術・ 
新技術を施工 

泥などは念入りに清掃 

接着面に念入りに塗布 

塗布量：0.2L/㎡ 

密着するように指で押し付ける 

なるべく混合物が冷えないように

すばやく施工 

濡れている場合は、バーナー等で 

乾燥すること 

接着面に念入りに塗布 

塗布量：0.4L/㎡ 

切削の凹凸に追従するように、手で

良く押し当てること 

なるべく混合物が冷えないように

すばやく施工 

図-5 施工フロー 

【橋梁端部用】 【切削断面用】 

表-3 設置安定性の比較 

設置時に安定しにくく、 

剥がれる場合あり 

L 型形状による安定性が高く

設置面に密着 

従来技術（板型成形目地材） 新技術（Ｌ型成形目地材） 

剥がれ発生 

安定性が低く、舗設する前に剥がれる 安定性が高く、設置面に密着した状態で舗設できる 

剥がれ発生 



新技術調査表（５） 
 

実績 

件数 

  東 京 都：   6 件 

  国 土 交 通 省：  10 件 

  その他公共機関：  284件 

  民 間：      件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

  建 設 局： 6  件 

  都市整備局：     件 

  港 湾 局：     件 

  〇 〇 局：     件 

水 道 局：    件 

下水道局：    件 

交 通 局：     件 

 

 特  許    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 

   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 

                      ・証明機関   （          ） 

 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（東京都港湾局 2022年登録 番号04001）

 （番号：QS-210048-VE 登録年月日：2021年12月01日） 

【評価等の内容】 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

都
実
績 

建設局 

 

建設局 

 

建設局 

 

 

建設局 

 

建設局 

 

建設局 

 

 

第一建設事務所 

 

第四建設事務所 

 

第四建設事務所 

 

 

第六建設事務所 

 

第五建設事務所

      

第一建設事務所

       

  

路面補修工事（4一の8・遮熱性舗装） 

 

路面補修工事（4四の7・歩道改善） 

 

電線共同溝設置に伴う復旧工事 

（4四-1） 

 

路面補修工事（3六の11・遮熱性舗装） 

 

平井大橋長寿命化工事(その２) 

 

路面補修工事 

(3一の14・遮熱性舗装)及び 

自転車通行空間整備工事(3-7) 

2023年7月 

 

2023年5月 

 

2023年4月 

 

 

2023年2月       

            

2022年10月 

 

2022年6月         

不明 

 

不明 

 

不明 

 

 

不明 

 

不明 

 

不明 

 

 

 発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東
京
都
以
外
の
実
績 

宮崎河川国道事務所  

 

 

福山河川国道事務所 

 

飯田国道事務所 

 

 

鹿児島国道事務所 

 

北海道開発局 

 

 

北海道開発局 

 

 

鳥取河川国道事務所 

 

名古屋国道事務所 

 

 

新庄国道事務所 

 

福井河川国道事務所 

国道10号乙房地区改良 

（その１）外工事 

 

国道2号外三原維持工事 

 

令和3年度 飯田維持管内南部地区 

防災補修工事 

 

国道3号下井手橋外補修工事 

 

一般国道38号線 釧路市大楽毛RB側道

舗装工事 

 

一般国道5号八雲町白糠橋補修外 

一連工事 

 

国道53号栄町舗装修繕その２工事 

 

平成30年度 岡崎出張所管内舗装修繕

工事 

 

新庄国道西地区維持補修工事 

 

国道８号福井大橋橋面防水他工事 

2023年3月 

 

 

2023年1月 

 

2022年10月 

 

 

2022年8月 

 

2022年3月 

 

 

2021年9月 

 

 

2021年5月 

 

2020年1月 

 

 

2019年11月 

 

2017年11月 

不明 

 

 

不明 

 

不明 

 

 

不明 

 

不明 

 

 

不明 

 

 

不明 

 

不明 

 

 

不明 

 

不明 

 


